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成
人
お
め
で
と
う

八
百
七
十
五
人
が
お
と
な
の
仲
間
入
り

新
緑
が
目
に
し
む
五
月
十
四
日
、
昭
和
四
十
七
年
度
の
成
人
式

が
市
民
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
晴
れ
着
に
身
を
つ
つ
ん
だ
娘
さ
ん
た
ち
で
は
な
や
か
に

色
ど
ら
れ
ま
し
た
。

＝新成人者はお気軽におでかけください＝

《》5月19日午後7時～9時市公民館
　　　　　　性の認識　1回目
　　　「生と生殖の生理」講師中条病院
　　　　　　　　　　江里ロ淳一郎先生
《》5月26日　午後7時～9時　市公民館
　　　　　　性の認識　2回目
　　「結婚と遺伝」講師十日町保健所長
　　　　　　　　　　　丸　田　貞　介

　
新
成
人
代
表

　
と
し
て
青
年

　
学
級
生
三
名

　
の
男
女
の
方

　
か
ら
テ
ー
マ

　
原
稿
「
二
十

　
歳
に
思
う
」

　
と
題
し
て
新

　
成
人
の
喜
び

　
の
声
を
述
べ

　
て
い
た
だ
き

　
ま
し
た
。

一㎜

思
い
っ
き
り
社
会
勉
強
を

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
、
早
二
十
年
、
よ
ろ
こ
び
の
成
人
と
い
う
年
令
に
達
し
ま
し
た
。
い
ま
ま
で

マ
イ
ペ
ー
ス
を
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
私
は
健
康
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
た
め
早
く
健
康
を
取
り

戻
し
、
家
庭
か
ら
離
れ
て
外
で
働
き
な
が
ら
社
会
勉
強
が
出
来
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
三
年
の
夏
休
み
に
左
目
を
煩
い
就
職
試
験
は
不
合
格
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
、
家
庭

に
入
り
、
療
養
を
兼
ね
た
手
伝
い
、
和
裁
を
少
々
、
そ
れ
に
雑
用
係
な
ど
や
っ
て
来
た
わ
け
で
す
。

な
い
苦
労
も
あ
る
の
で
す
。

や
何
か
に
書
く
こ
と
が
、

こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

目
の
方
も
順
調
な
の
で
、
今
年
を
契
機
に
、
小
さ
い
目
を
一
杯
見
開
い
て
、
今
ま
で
の
遅
れ
を
取
り

も
ど
す
た
め
に
「
ゴ
ー
イ
ソ
グ
・
マ
イ
・
ウ
エ
ィ
」
で
、
今
ま
で
の
経
験
を
か
み
し
め
な
が
ら
が
ん

ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
　
事
）

　
目
に
見
え
る
成
果
が
あ
る
わ
け
じ
や
な
い
日
常
茶
飯
事
程
度
の
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
、
そ
れ
で

　
　
　
　
市
内
太
子
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
一
日
に
い
ろ

　
　
　
　
　
　
村
山
む
つ
子
　
ん
な
こ
と
が
お

き
、
住
め
ば
天
国
で
も
実
際
は
そ
う
じ
や
な
い
、
外
で
働
く
人
の
味
わ
え

　
こ
れ
ま
で
、
次
女
、
む
つ
子
二
十
歳
、
無
職
（
家
事
手
伝
い
）
と
書
類

た
ま
ら
な
く
寂
し
い
気
持
ち
で
し
た
。
健
康
が
生
活
の
第
一
条
件
で
あ
る

「
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
に
期
待

　
二
十
歳
、
昔
は
青
年
が
兵
役
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
、
一
人
前
の
成
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
年
だ
と

聞
く
。
も
の
心
付
い
た
頃
、
馬
の
背
に
父
に
抱
か
れ
、
山
に
行
っ
た
思
い
出
は
今
に
な
い
姿
で
あ
る
。

牛
馬
は
耕
運
機
に
代
わ
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
、
大
八
車
は
マ
イ
ヵ
ー
に
代
わ
る
。
不
自
由
な
過

去
の
両
親
の
苦
労
を
思
え
ば
、
今
日
、
平
和
と
自
由
の
中
で
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
育
て

て
く
れ
た
両
親
と
社
会
に
感
謝
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
激
動
す
る
現
代
、
田
植
え
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
わ
る
と
部
落
に
働
く
青
年
の
姿
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
に

で
す
。
今
後
は
人
間
と
し
て
小
さ
な
考
え
で
な
く
、

し
た
が
、
た
ま
た
ま
J
C
ア
ジ
ァ
青
年
の
船
に
乗
船
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
ぎ
、

歳
の
年
で
あ
る
だ
け
に
た
だ
感
謝
の
心
で
一
杯
で
す
。
昇
聞
で
知
っ
た
体
験
を
、

と
交
わ
り
、
語
り
合
い
今
後
の
生
活
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

秤
夢
に
も
思
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
力
一
杯
頑
張
っ
て
送
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
ご
期
待

に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
　
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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農
業
に
従
事
し

　
　
　
　
　
市
内
小
黒
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
が
苗

　
　
　
　
　
　
宮
沢
八
州
男
　
場
山
ろ
く
大
規

模
総
合
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
構
想
に
大
き
な
期
待
を
掛
け
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
視
野
を
広
め
な
く
て
は
と
考
え
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
を
隔
て
た
青
年

第
二
の
青
春
へ
の
は
ば
た
き

　
私
は
、
卒
業
し
て
今
ま
で
、
何
を
目
的
に
生
き
て
き
た
か
、
と
聞
か
れ
る
と
何
だ
か
こ
わ
い
よ
う

な
気
が
す
る
。
今
ま
で
の
私
は
、
会
社
や
社
会
の
空
気
に
と
け
こ
む
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
で
、
自
分

が
何
を
目
的
に
生
き
た
い
か
、
考
え
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
よ
う
や
く
慣
れ
た
今
、
今
ま

で
の
よ
う
な
だ
ら
だ
ら
し
た
生
活
か
ら
ぬ
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。
だ

か
ら
、
私
に
は
目
的
を
も
っ
た
人
が
う
ら
や
ま
し
い
。
他
人
の
良
い
と
こ
ろ
ば
か
り
見
え
て
、
あ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

い
の
だ
と
思
う
。
今
の
若
者
た
ち
に
は
、

懸
命
考
え
た
り
話
し
あ
っ
た
り
す
る
場
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

自
分
を
、
よ
く
圧
す
る
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

春
へ
は
ば
た
い
て
い
き
た
い
と
思
う
。

し
重
荷
で
は
あ
る
が
。

り
さ
え
感
じ
て
し
ま
う
私
だ
か
ら
、
二
十
歳
に
な
っ
て
ど
う
思
う
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
と
い
わ
れ

　
　
　
　
市
内
学
校
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
も
ど
う
答
え

　
　
　
　
　
根
津
和
子
　
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
目
的
を
も
っ
た
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
自
由
は
あ
っ
て
も
「
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
な
ど
と
一
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
責
任
と
は
、
あ
る
意
味
で
は

　
　
　
　
　
　
　
私
も
第
一
の
青
春
に
終
止
符
を
う
ち
、
第
二
の
青

　
　
　
　
「
成
人
」
は
、
思
い
っ
き
り
青
春
を
謳
歌
す
る
た
め
に
は
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
銀
行
勤
務
）

一432一
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熱覗
年
度
予
算

a
鴬
円
で
の
》
ん
な
齢
ご
翫
危

　
三
月
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
開
か
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
四
十
七
年
度
予
算
が
き
ま
り

新
し
い
仕
事
の
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
ま
し
た
。

　
予
算
額
は
市
報
と
お
か
ま
ち
三
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
一
般
会
計
二
十
一
億
千

七
百
七
十
一
万
九
千
円
、
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
る
と
約
二
十
五
億
八
千
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
度
市
政
の
重
点
項
目
は
道
路
交
通
の
整
備
、
教
育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行

政
の
推
進
を
三
本
の
柱
と
し
、
日
常
生
活
に
直
結
し
た
施
設
の
充
実
と
市
民
福
祉
の
向
上
に

重
点
を
お
き
ま
し
た
。

　
今
月
は
一
般
会
計
予
算
に
盛
り
こ
ま
れ
た
市
の
し
ご
と
の
主
な
も
の
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
、

道
路
改
良
舗
装
を
大
幅
に

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

二
十
一
億
千
七
百
七
十
一
万
九
千
円

と
な
り
、
一
般
会
計
歳
出
の
グ
ラ
フ

（
下
図
）
で
ご
覧
の
よ
う
に
土
木
費

に
歳
出
総
額
の
二
割
に
相
当
す
る
四

億
三
千
八
十
一
万
二
千
円
を
計
上
し

道
路
整
備
や
、
都
市
計
画
事
業
、
公

園
造
成
等
に
と
り
く
み
ま
す
。

　
市
民
生
活
や
、
産
業
活
動
の
基
盤

と
な
る
道
路
や
橋
の
工
事
に
二
億
二

千
百
十
万
二
千
円
を
計
上
し
、
さ
ら

に
道
路
改
良
、
橋
梁
工
事
に
つ
い
て

の
地
元
負
担
金
を
全
廃
し
ま
し
た
。

　
ま
た
雪
害
対
策
関
係
と
し
て
、
除

雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
一
台
、
圧
雪
用
小
型

雪
上
車
二
台
を
購
入
し
、
克
雪
管
理

セ
ソ
タ
ー
を
二
ヵ
年
継
続
工
事
で
つ

く
り
ま
す
。

　
主
な
仕
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
道
路
改
良
工
事
及
び
舗
装
工
事

　
　
　
二
億
四
百
八
十
七
万
七
千
円

▽
橋
梁
新
設
改
良

　
　
　
　
千
六
百
二
十
二
万
五
千
円

▽
雪
害
対
策
二
千
二
百
五
十
七
万
円

▽
街
路
事
業
　
　
　
六
千
百
四
万
円

▽
克
雪
管
理
セ
ソ
タ
ー
建
設

　
　
　
　
　
七
百
四
十
七
万
三
千
円

▽
下
水
道
事
業
千
五
百
二
十
六
万
円

▽
都
市
公
園
事
業
六
百
五
十
八
万
円

　
学
校
建
設
に
一
億
二
千

　
五
百
六
十
八
万
二
千
円

　
土
木
費
に
つ
い
で
教
育
費
が
二
位

を
し
め
、
三
億
八
千
六
百
六
十
四
万

五
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
新
座
小
と
大
井
田
小
学
校
の
統
合

校
舎
「
東
小
学
校
」
と
、
老
朽
校

舎
、
屋
体
改
築
の
真
田
小
学
校
、
軽

沢
分
校
の
移
築
工
事
な
ど
に
一
億
二

千
五
百
六
十
八
万
二
千
円
を
計
上

し
、
学
校
建
設
を
進
め
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
野

外
フ
エ
ソ
ス
工
事
に
百
四
十
万
円
、

市
民
ス
キ
ー
場
整
備
に
百
七
十
万
円

等
が
あ
り
ま
す
。

　
老
人
憩
の
家
建
設
に

　
千
四
百
五
十
万
円

　
民
生
費
は
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
歳
出
総
額
の
十
八
％
を
し
め

る
三
億
七
千
七
百
五
十
二
万
円
を
計

上
し
、
老
人
福
祉
や
、
児
童
福
祉
等

だ
れ
も
が
幸
せ
な
生
活
を
お
く
れ
る

た
め
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
社
会
福
祉
関
係
と
し
て
は
、
老
人

憩
い
の
家
建
設
に
千
四
百
五
十
万

円
。
ま
た
、
広
域
圏
事
業
と
し
て
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ニ
カ
年
継
続
事

業
で
津
南
町
に
つ
く
り
ま
す
。
　
（
十

日
町
の
分
担
金
五
百
三
十
九
万
六
千

円
）
　
児
童
福
祉
関
係
と
し
て
児
童
遊
園

地
に
土
百
八
万
円
、
保
育
所
用
地
買

収
費
に
百
七
十
万
円
計
上
し
ま
し

た
。　
ま
た
生
活
扶
助
費
と
し
て
一
億
四

千
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

し
尿
処
理
及
び
焼
却

場
建
設
用
地
の
購
入

を
予
定

衛
生
費
は
、
一
億
四
千
八
百
五
十

民生費

377，520

　　18％

は
さ
ら
に
機
械
化
、
省
力
化
に
よ
る

経
営
の
改
善
が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す

　
そ
こ
で
農
林
水
産
業
費
は
一
億
千

四
百
八
十
四
万
三
千
円
計
上
し
、
土

地
基
盤
整
備
や
林
業
構
造
改
善
事
業

畜
産
振
興
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業

等
に
意
を
用
い
ま
す
。

　
主
な
仕
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
養
蚕
振
興
補
助
金
等
に

　
　
　
　
　
二
百
八
十
八
万
四
千
円

▽
畜
産
振
興
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
百
九
万
五
千
円

▽
農
免
道
路
測
量
設
計
委
託
料
（
馬

　
水
地
区
）
四
百
二
十
四
万
二
千
円

▽
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
六
百
六
十
三
万
五
千
円

▽
土
地
基
盤
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
五
十
万
円

▽
苗
場
山
ろ
く
開
発
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
七
百
一
万
二
千
円

▽
林
業
構
造
改
善
事
業

　
　
　
　
千
八
百
四
十
七
万
七
千
円

教育費

386，645

　　18％

土木費　　　　、

謎諸

歳出総額
2，l　l7，719千円

　　lOO％

鑑憾

　　　鷲島勤

　　　　6多
　　　癬麟麟麟蟹

総務費

254，564

　12％

公債費

48，180

9％滋

一　　衛生費

141露22ノ

二
万
二
千
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
清
掃
関
係
は
ご
み
、
し
尿
の
排
出

量
の
増
加
に
と
も
な
い
今
年
度
は
、

し
尿
処
理
施
設
用
地
を
七
百
五
十
万

円
、
焼
却
場
の
建
設
用
地
を
千
五
百

万
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
塵
芥
作
業
車
を
二
百
五

十
万
円
で
二
台
購
入
し
ま
す
。

　
土
地
基
盤
整
備
事
業
補

助
金
に
八
百
五
十
万
円

曲
り
角
に
立
た
さ
れ
て
い
る
農
業

　
商
工
業
振
興
に
…
一
億

　
百
六
十
一
万
九
千
円

　
活
気
あ
る
本
市
の
発
展
を
は
か
る

に
は
と
り
わ
け
商
工
業
の
振
興
を
は

か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
商
工
費
に
一
億
百
六
十
一
万
九
千

円
を
計
上
し
、
ア
ー
ヶ
ー
ド
施
設
補

助
金
、
本
町
通
り
商
店
街
振
興
診
断

当
間
山
観
光
資
源
調
査
等
を
行
な
い

ま
す
。

　
ま
た
金
融
対
策
を
重
点
に
産
業
育

成
資
金
貸
付
金
、
中
小
企
業
設
備
改

善
資
金
な
ど
の
預
託
金
を
大
幅
に
増

額
し
ま
し
た
。

　
ま
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
預
託
金

千
三
百
万
円
、
労
働
金
庫
預
託
金
六

百
万
円
を
あ
ら
た
に
計
上
し
ま
し
た

　
そ
の
結
果
、
前
年
に
く
ら
ぺ
二
千

八
百
万
円
の
増
額
と
な
り
、
お
よ
そ

七
千
四
百
万
円
が
企
業
の
合
理
化
や

経
営
の
近
代
化
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。　
そ
の
他
工
場
用
水
等
に
利
用
さ
れ

て
い
る
地
下
水
の
調
査
費
と
し
て
二

十
三
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
小
型
動
力
ポ
ン
ブ
車

　
な
ど
購
入

　
市
民
の
財
産
と
安
全
を
守
る
た
め

の
消
防
費
に
九
千
三
十
五
万
九
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
小
型
動
力
ポ
ソ
プ
購
入
費

百
八
十
七
万
円
、
防
火
水
槽
新
設
工

事
（
三
ヵ
所
）
に
百
九
十
二
万
円
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
…
…

　
総
務
費
は
、
二
億
五
千
四
百
五
十

六
万
四
千
円
で
総
務
関
係
や
税
務
、

会
計
、
戸
籍
、
選
挙
な
ど
の
諸
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
交
通
安
全
対
策
関

係
と
し
て
交
通
公
園
造
成
補
助
金
二

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
労
働
費
千
四
百
十
二
万

四
千
円
、
議
会
費
二
千
七
百
四
十
九

万
六
千
円
、
災
害
復
旧
費
千
八
百
六

十
九
万
円
、
公
債
費
一
億
四
千
八
百

十
八
万
円
、
諸
支
出
金
三
百
三
十
四

万
五
千
円
、
予
備
費
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　　　　　　　　　　　　〈市・税691，982　33％
一獺．　　　　　　　　　　　　　　　　　2，口7，719千円
地方父付税625，000　29％）・

　　　　　　　　　　　　　　・騰一・　　　　　　1OO％　　　　　　　　　　　国庫支出金274｝000　13％5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市債190，9009％》

　　　　　　　歳入　 言者殿鷺轟鷺、レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰越金56，5003％〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分担金及び負担金39，280　2％ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他76，0163炉

ほ
河

苗場山うく総倉闘発幽鋭億円マこ瀧な桜ごとを

農
業
振
興
の
方
向

　
本
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
を
目

標
と
し
た
、
長
期
構
想
を
こ
の
三

月
策
定
、
こ
の
構
想
の
な
か
で
現

在
調
査
中
の
苗
場
山
ろ
く
地
域
開

発
を
促
進
し
、
大
型
機
械
化
営
農

団
地
の
実
現
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
．

　
一
方
、
市
全
体
と
し
て
は
稲
作

を
基
幹
と
し
、
畜
産
、
養
蚕
そ
の

他
特
用
作
目
を
組
み
合
わ
せ
た
施

策
を
推
進
し
、
農
業
の
所
得
を
高

め
、
近
代
的
で
豊
か
な
農
村
建
設

の
実
現
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

△
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苗
場
山
ろ
く
開
発
室

の
設
置

　
こ
の
よ
う
な
農
業
振
興
の
基
本

方
向
を
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
市

で
は
苗
場
山
ろ
く
地
域
国
営
農
用

地
開
発
に
専
門
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の

ほ
ど
「
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

開
発
構
想
の
あ
ら

ま
し

ω
開
発
地
域

　
苗
場
山
ろ
く
開
発
地
域
は
、
十

日
町
市
、
中
里
村
、
津
南
町
の
三

市
町
村
に
ま
た
が
る
信
濃
川
右
岸

の
河
岸
段
丘
地
で
、
全
国
で
も
北

海
道
と
な
ら
ぶ
指
お
り
の
、
す
ぐ

れ
た
条
件
の
開
発
可
能
地
域
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
開
発
可
能
面
積
は
、
一
万

六
千
診
に
も
及
ぶ
広
大
な
地
域
で

す
が
、
今
回
計
画
さ
れ
て
い
る
の

は
、
そ
の
う
ち
の
約
五
千
二
十
七

診
で
、
十
日
町
市
の
関
係
す
る
地

域
は
、
川
治
川
よ
り
南
側
か
ら
中

里
村
と
の
境
界
に
至
る
地
域
で
、

関
係
面
積
は
、
千
九
百
二
十
二
診

で
す
。
現
在
北
陸
農
政
局
の
出
先

機
関
で
あ
る
信
濃
川
水
系
農
業
水

利
調
査
事
務
所
に
よ
っ
て
調
査
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

南雲
．
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②
農
用
地
開
発
構
想

　
現
在
、
ボ
イ
山
、
原
野
等
の
未

墾
地
の
開
拓
と
併
せ
て
、
既
存
の

水
田
や
畑
の
ほ
場
整
備
を
行
な

い
、
大
区
画
ほ
場
を
造
成
し
ま

す
。　
部
落
か
ら
ほ
場
、
団
地
と
団
地

を
結
ぶ
幹
線
道
路
（
舗
装
道
路
）

を
中
心
と
し
た
道
路
網
及
び
用
排

水
系
統
を
整
備
し
、
大
型
機
械
に

よ
る
作
目
別
営
農
団
地
を
構
成
し

ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
物
の
集
荷
、
出
荷

施
設
等
の
必
要
な
近
代
化
施
設
を

配
し
、
流
通
機
構
の
整
備
と
相
ま

っ
て
農
業
の
近
代
化
を
は
か
り
ま

す
。
　
ま
た
、
清
津
川
上
流
に
多
目
的

ダ
ム
を
構
築
し
、
幹
線
用
水
路
で

導
水
を
行
訟
い
、
畑
に
は
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
畑
地
か
ん
が
い

を
、
乾
田
化
さ
れ
た
水
田
に
は
用

水
補
給
を
行
な
い
、
自
然
条
件
に

左
右
さ
れ
ず
、
変
動
す
る
農
業
情

勢
に
も
対
応
で
き
る
農
業
基
盤
を

確
立
し
、
他
産
業
な
み
の
農
業
所

得
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
国

営
事
業
で
実
施
さ
れ
る
計
画
で

す
。③

社
会
開
発
的
役
割

　
こ
の
開
発
構
想
は
、
以
上
述
べ

た
農
業
面
か
ら
の
開
発
構
想
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
社
会
開
発
と
い

う
大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
造
林
の
推
進
と
林
道
網
の
整

備
、
当
間
山
ろ
く
な
ど
の
観
光
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
用
地
の
開

発
、
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
の
貯
水

の
利
用
は
、
織
物
な
ど
ま
す
ま
す

必
要
と
な
る
工
業
用
水
に
、
水
道

な
ど
の
生
活
用
水
に
、
消
雪
用
と

し
て
無
雪
道
路
の
実
現
に
と
効
果

は
大
き
く
、
十
日
町
地
域
発
展
の

鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

④
今
年
行
な
わ
れ
る
仕
事

　
調
査
事
務
所
で
行
な
う
気
象
、

土
質
、
道
路
、
水
路
、
営
農
の
調

査
計
画
と
併
せ
て
、
苗
場
山
ろ
く

開
発
室
で
は
、
部
落
説
明
会
の
実

施
、
受
益
者
や
若
い
農
業
後
継
者

と
の
話
し
あ
い
、
一
筆
ご
と
の
現

況
調
査
、
営
農
計
画
の
検
討
、
参

加
、
不
参
加
の
意
志
確
認
を
行
な

う
な
ど
、
調
査
事
務
所
や
県
当
局

と
地
元
と
の
間
に
立
っ
て
、
積
極

的
に
調
査
計
画
の
推
進
を
は
か
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

市
民
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を

　
こ
の
開
発
構
想
に
は
国
・
県
の

多
額
の
開
発
投
資
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
農
業
は
も
と
よ
り
、
中

魚
沼
、
十
日
町
市
地
域
の
将
来
を

左
右
す
る
大
事
業
で
す
の
で
市
農

協
等
一
体
に
な
っ
て
進
め
ま
す
。

　
次
号
か
ら
、
く
わ
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
が
、
広
く
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

一433一
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農業

後
継
者
と
市
長
と
の
対
話
集
会

明βの嬢業4繍もσ》手ご

　
市
農
業
委
員
会
は
去
る
四
月
十
七
日
市
農
協
・
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所

の
協
力
を
得
て
、
市
役
所
大
会
議
室
で
農
業
経
営
者
と
し
て
将
来
活
躍
し
よ

う
と
す
る
青
年
三
十
名
と
市
長
と
の
対
話
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
対
話

集
会
は
四
っ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
午
前
中
そ
れ
ぞ
れ
分
科
会
を
開
き
、
午
後

市
長
の
講
演
の
あ
と
全
体
集
会
で
質
疑
、
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。
以

下
全
体
集
会
で
の
要
旨
で
す
。

か
。
キ
ノ
コ
栽
培
と
か
家
畜
の
飼

育
、
花
卉
植
木
等
が
考
え
ら
れ
る

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
冬
期
間
の
無

雪
化
を
徹
底
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。

第
二
に
ど
こ
で
も
車
が
通
れ
る
よ
う

農
地
の
基
盤
整
備
を
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。
第
三
に
農
家
の
嫁
不
足
の
問

題
等
解
決
し
て
ほ
し
い
。

　
司
会
第
三
分
科
会
か
ら
ね
が
い

ま
す
。

　
福
崎
　
農
家
が
農
業
中
心
で
な
く

な
り
、
そ
の
た
め
農
業
の
改
善
に
団

結
力
が
な
く
困
っ
て
い
る
。
農
地
を

資
産
と
考
え
る
人
が
多
く
経
営
規
模

の
拡
大
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

基
盤
整
備
が
不
備
の
た
め
労
力
が
多

く
か
か
る
。
酪
農
の
し
尿
処
理
方
法

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
規
模
の
拡

大
に
も
う
す
こ
し
貸
付
金
を
多
く
し

て
も
ら
い
た
い
。
苗
場
山
ろ
く
開
発

に
つ
い
て
は
、
私
有
地
を
持
た
な
い

人
は
対
象
者
に
し
て
も
ら
え
な
い
の

は
間
題
だ
。
農
協
は
も
っ
と
地
域
に

あ
っ
た
営
農
指
導
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
青
少
年
の
育
成
を
充
実
し
て
も

ら
い
た
い
。
等
話
し
合
い
が
も
た
れ

ま
し
た
。

　
司
会
　
で
は
最
後
に
第
四
分
科
会

か
ら
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
上
村
　
水
沢
地
区
の
人
達
だ
け
の

分
科
会
で
す
が
、
第
一
、
二
、
三
と

同
じ
よ
う
で
す
。
農
地
を
拡
張
し
た

く
と
も
土
地
が
手
に
入
ら
な
い
。
補

助
金
を
増
強
し
て
ほ
し
い
。
農
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
き
行

　
　
き
は
必

村　
　
ず
し
も

上
明
る
く

　
　
な
い
現

ζ

テ

マ

あ
な
た
の
農
業
経
営
で
一
番
の

問
題
点
は

あ
な
た
の
部
落
の
農
業
振
興
策

と
問
題
点
は

サ
ブ
テ
ー
マ

　
あ
な
た
は
農
業
が
好
き
か
嫌
い

　
か
…
…
な
ぜ
…
…

　
苗
場
山
麓
の
開
発
に
つ
い
て
ど

　
う
考
え
て
い
る
か

　
市
並
び
関
係
機
関
に
対
す
る
農

　
政
上
の
要
望

　
司
会
　
た
だ
い
ま
か
ら
午
前
中
に

お
こ
な
っ
た
各
分
科
会
の
ま
と
め
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
第
一
、
第
二
分
科
会
で
の
話
し
合

い
か
ら
ね
が
い
ま
す
。

　
春
日
　
冬
を
ど
う
し
て
過
す
か
、

こ
れ
が
一
番
の
問
題
点
と
な
り
ま
し

た
。
冬
い
か
に
し
て
出
稼
ぎ
に
い
か

ず
収
入
を
あ
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
で
冬

在
、
農
政
改
革
を
し
て
も
ら
わ
な
い

と
農
業
が
好
き
で
も
や
っ
て
ゆ
け
な

い
等
問
題
が
出
ま
し
た
。

　
農
林
課
長
　
基
盤
整
備
の
間
題
に

つ
い
て
は
十
日
町
市
は
、
農
地
面
積

の
七
・
四
四
％
で
郡
市
内
で
は
一
番

遅
れ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。
こ
れ
は

織
物
産
地
で
兼
業
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
も
原
因
す
る
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
基
盤
整
備
が
必
要
な
わ
け
で
、
こ

れ
か
ら
進
む
と
思
わ
れ
る
請
負
耕
作

に
対
処
す
る
た
め
に
も
皆
さ
ん
と
話

し
合
っ
て
進
め
た
い
。

ら
で
は
無
理
、
所
有
権
を
移
す
前
に

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
小
林
　
市
単
圃
場
整
備
、
通
年
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
し
な

日
期
間
の

　
　
仕
事
と

春　
　
し
て
何

　
　
が
あ
る
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林
い
と
補

　
助
金
が

小
出
な
い

　
　
の
で
し

よ
う
か
。

　
農
林
課
長
　
市
単
の
圃
場
整
備
は

通
年
施
行
を
や
ら
な
い
と
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

　
滝
沢
　
四
日
町
地
域
は
小
規
模
農

家
が
多
ぐ
農
業
を
や
る
意
志
が
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
ら
な

　滝沢
良土等い
を地か。
部改ら市

落
に
よ
び
か
け
て
ほ
し
い
。

農
地
の
み
な
し

課
税
の
問
題
は

　
司
会
各
分
科
会
の
中
か
ら
、
あ

な
た
の
営
農
経
営
に
つ
い
て
一
番
の

　
問
題
点
は
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
話

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
落
　
山
間
地
の
場
合
、
何
人
か

の
土
地
を
一
人
の
人
が
買
っ
て
か
ら

基
盤
整
備
を
し
よ
う
と
し
て
も
助
成

が
な
い
が
、
個
人
の
場
合
は
出
な
い

で
す
か
。

　
農
林
課
長
　
基
盤
整
備
に
対
し
て

　
　
　
は
地

長
域
ぐ

燕
る
み

越
農
で
や

　
　
　
っ
て

も
ら
い
た
い
。
所
有
権
を
移
し
て
か

　
小
林
　
山
間
地

は
機
械
に
お
わ
れ

規
模
拡
大
は
不
可

能
で
あ
る
。
山
間

部
も
交
換
分
合
等

し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
み

な
し
課
税
の
問

題
を
主
と
し
て
ど

う
考
え
て
い
ま
す

か
。
　
市
長
　
み
な
し

課
税
は
市
街
化
区

域
内
の
農
地
を
宅

地
と
み
な
し
て
課

税
す
る
こ
と
を
い

う
の
で
あ
る
が
、

十
日
町
市
の
場
合

ま
だ
市
街
化
区
域
を
設
定
し
て
い
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
市
街
化
区
域
の
農

地
だ
か
ら
と
い
っ
て
機
械
的
に
み
な

し
課
税
は
出
来
な
い
と
考
え
る
。

　
司
会
　
市
街
化
区
域
内
の
農
地
課

税
に
つ
い
て
は
、
課
税
に
つ
い
て
の

審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　
小
林
農
地
が
市
街
化
区
域
に
入

っ
た
場
合
、
市
街
化
区
域
外
の
農
地

と
買
換
す
る
と
き
税
金
を
な
ん
と
か

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
。

　
震
林
課
長
　
市
街
化
区
域
の
農
地

の
買
換
は
税
法
の
特
例
に
よ
り
、
通

常
の
場
合
は
税
金
は
か
か
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
検
討
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
村
山
　
土
地
を
資
産
と
考
え
る
よ

り
愛
着
心
が
強
い
た
め
基
盤
整
備
の

支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
す
が
。

　
農
林
課
長
　
地
域
に
よ
っ
て
違
う

が
、
平
場
の
場
合
は
愛
着
心
よ
り
も

土
地
の
値
上
が
り
を
ま
つ
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
山
地
の
場
合
は
愛

着
心
と
云
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
国
の

政
策
が
水
稲
の
転
換
で
あ
る
か
ら
米

以
外
の
他
作
物
を
作
れ
る
条
件
の
圃

場
に
整
備
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
農
協
専
務
　
平
場
の
場
合
は
湿
田

の
た
め
基
盤
整
備
に
経
費
が
か
か

る
。
そ
の
た
め
補
助
率
で
何
％
と
い

う
の
で
は
な
く
、
額
そ
の
も
の
を
引

き
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
専
業
を
志
す
人
た
ち
は

規
模
の
拡
大
を
望
ん
で
い
る
の
で
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
移

1
農
業
後
継
者
と
市
長
と
の

　
　
　
　
　
対
話
集
会
に
出
席
し
て
ー

　
初
め
て
催
さ
れ
た
こ
の
会
は
、
現
代
青
年
の
鋭
い
感
覚
と
実
践
を

通
し
た
生
の
声
が
活
発
に
飛
び
か
い
、
時
間
の
制
限
が
惜
し
ま
れ
た

位
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
午
後
か
ら

裳
を
二
本
の
柱
と
し
て
進
め
る
考
え
方
を
示
し
、

声
を
積
極
的
に
聞
き
、
ご
多
忙
の
な
か
、
し
か
も
貴
重
な
時
間
を
費
や

し
て
く
れ
た
こ
と
は
参
加
し
た
若
者
の
胸
に
勇
気
付
け
と
印
象
深
さ

を
感
じ
た
。
主
催
者
の
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
、
農
林
課
、
改
良
普

及
所
、
農
協
の
各
関
係
機
関
の
方
々
、
貴
．
里
な
時
問
を
私
達
の
意
見

に
助
言
し
指
導
に
当
っ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
市
内
田
麦
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
さ

　
　
　
福
崎
澄
夫
ん
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
討

議
に
出
席
さ
れ
、
十
日
町
市
政
は
織
物
と
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
の
生
の

　樋口市農
　協専務

施す促動
設る進を

が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
福
崎
　
家
畜
を
か
っ
た
場
合
の
し

尿
処
理
を
市
で
や
す
く
や
っ
て
も
ら

ら
え
な
い
か
。

　
農
林
課
長
　
養
豚
関
係
の
し
尿
処

理
は
一
台
バ
キ
ュ
！
ム
を
買
っ
て
あ

る
が
、
活
用
の
方
法
等
今
後
検
討
し

た
い
。
苗
場
山
ろ
く
の

開
発
に
つ
い
て

　
司
会
　
こ
の
へ
ん
で
苗
場
山
ろ
く

開
発
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
お
り
ま

す
か
。

　
上
村
　
開
た
く
し
て
も
個
人
の
土

地
は
所
有
者
が
経
営
の
権
利
が
あ

り
、
土
地
の
な
い
人
は
開
発
の
仲
間

に
入
れ
な
い
の
で
す
が
、
公
団
方
式

で
土
地
を
買
い
上
げ
耕
作
し
た
い
人

に
安
く
ゆ
ず
り
渡
し
て
や
ら
な
い
と

無
駄
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
樋
口
　
長
年
育
っ
た
杉
の
木
を
無

惨
に
切
っ
て
そ
れ
で
良
い
も
の
で
し

　
　
も
　
り

よ
う
力

　
市
長
　
土
地
所
有
者
だ
け
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
な
く

長
公
社
方

市
日
式
に
つ

春
　
い
て
も

　
　
検
討
し

て
い
る
。
こ
の
苗
場
山
ろ
く
開
発
は

農
地
を
作
る
外
に
水
資
源
の
確
保
が

出
来
る
の
で
す
。

農
業
青
年
の
育

成
　
司
会
　
各
分
科
会
で
青
年
の
育
成

の
間
題
が
出
ま
し
た
ね
。

　
宮
沢
　
農
業
青
年
の
つ
ど
い
（
青

友
会
）
の
活
動
費
を
増
額
し
て
ほ
し

い
。
　
上
村
　
市
と
農
協
と
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
農
政
を
指
導
し
て
も
ら
い
た

い
。
機
械
銀
行
を
作
っ
て
も
ら
え
な

い
か
、
農
地
の
取
得
資
金
を
増
額
し

て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

農
業
青
年
同
志

の
話
し
合
い
を

　
市
長
　
市
と
農
協
が
う
ま
く
い
っ

て
な
い
と
い
う
指
摘
、
ま
た
苗
場
山

ろ
く
の
問
題
に
つ
い
て
も
農
協
と
連

絡
を
と
っ
て
や
っ
て
ゆ
き
た
い
。
織

物
組
合
青
年
部
会
と
市
が
積
極
的
に

話
し
合
い
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
に

農
家
の
方
と
も
部
落
ご
と
の
話
し
合

い
が
必
要
で
す
。
ま
た
．
農
業
青
年

ど
う
し
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
も
こ

の
席
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極
的
に
横
の

連
絡
を
と
っ
て
も
ら
う
の
も
一
つ
の

方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
農
林
課
長
　
農
業
青
年
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
事
業
と
し
て
や
っ
た
場

合
マ
イ
ク
・
バ
ス
等
利
用
で
き
る
か

ど
う
か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
地
取
得
資
金
は
、
農
業
振
興
地
域

の
指
定
を
受
け
る
と
四
百
万
円
が
借

り
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

農
業
予
算
総
額
は

　
服
部
　
市
の
予
算
は
ど
れ
位
い
で

す
か
。
ま
た
そ
の
う
ち
農
業
に
向

部服

け
ら
れ

る
予
算

は
ど
の

位
で
す

か
。

　
市
長
　
市
の
一
般
会
計
予
算
は
、

二
十
一
億
千
七
百
万
円
で
市
税
は
六

億
九
千
万
円
で
す
。

　
農
林
課
長
　
農
業
に
向
け
ら
れ
る

予
算
と
い
っ
て
も
道
路
そ
の
他
、
農

民
の
生
活
に
関
係
の
深
い
も
の
が
あ

る
が
そ
れ
ら
を
除
い
た
農
林
水
産
業

費
と
し
て
一
億
千
四
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
意

見
、
ご
要
望
を

　
市
長
　
最
後
に
情
報
化
時
代
で
あ

り
な
が
ら
情
報
が
届
い
て
い
な
い
の

は
反
省
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

こ
う
い
う
機
会
を
通
じ
、
意
志
の
疎

通
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。
今
後
み

な
さ
ん
か
ら
き
が
る
に
市
や
農
協
に

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
い
ろ
い
ろ

意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
　
司
会
　
本
日
は
大
変
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ

司会山田
農委次長

　しい
　たま

（
敬
称
略
）

434
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熱
気
あ
鍛
琶
農
政
奮
賦
会

川
田
、
竹
内
両
部
長
を
か
こ
ん
で

　
市
は
変
動
す
る
農
政
に
対
し
、
将

来
の
本
市
の
農
業
の
方
向
を
見
い
だ

そ
う
と
県
農
林
部
長
を
む
か
え
て
市

民
会
館
を
会
場
に
農
業
者
と
の
農
政

　
　
　
　
　
　
　
懇
談
会
を
開
ら

　
　
　
　
　
　
　
懇
談
会
は
、

　
　
　
　
　
　
春
日
市
長
、
島

　
　
　
　
　
　
　
田
県
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
の
あ
い
さ
つ
の

　
　
　
　
　
　
あ
と
九
人
の
代

　
　
　
　
　
　
表
者
が
農
政
全

　
　
　
　
　
　
般
に
わ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
の
質
問
、
意
見

　
　
　
　
　
　
要
望
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
発
言
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
あ
と
川
田
農
林

竹
内
農
地
部
長
、
農
政
企
画
課
長
等

の
答
弁
と
い
っ
た
形
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
九
人
の
代
表
者
か
ら
は
酪
農
、
養

蚕
、
林
業
等
そ
れ
ぐ
専
門
の
分
野

か
ら
熱
の
こ
も
っ
た
発
言
が
な
さ

れ
、
本
市
の
豪
雪
地
域
農
業
の
実
態

が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
と
ら
れ
ま
し

た
。
　
　
〈
発
　
言
　
者
〉

　
尾
身
昭
一
（
中
平
）
さ
ん
は
山
間

地
農
業
の
稲
づ
く
り
と
出
稼
ぎ
、
あ

と
と
り
問
題
の
悩
み
を
訴
え
、
小
島

一
郎
（
平
）
さ
ん
は
酪
農
の
問
題
を

宮
沢
健
｝
（
小
黒
沢
）
さ
ん
は
苗
場

山
ろ
く
開
発
問
題
を
中
心
に
、
ま
た

高
橋
正
和
（
城
之
古
）
さ
ん
は
豪
雪

地
に
あ
っ
た
野
菜
づ
く
り
を
、
水
落

秀
一
（
ニ
タ
子
）
さ
ん
は
養
蚕
問
題

を
、
庭
野
重
信
（
西
寺
町
）
さ
ん
は

川
の
汚
だ
く
問
題
を
訴
え
、
斉
木
実

（
落
之
水
）
さ
ん
は
林
業
問
題
、
斉

木
正
義
（
南
鐙
坂
）
さ
ん
は
土
地
改

良
問
題
、
福
崎
澄
夫
（
田
麦
）
さ
ん

は
農
業
後
継
者
の
ひ
と
り
と
し
て
農

業
を
志
ざ
す
若
者
に
夢
と
希
望
を
与

え
よ
と
訴
え
ま
し
た
。

　
　
〈
答
　
　
　
弁
V

　
川
田
農
林
部
長
は
新
し
い
農
業
の

役
割
り
に
つ
い
て
触
れ
、
計
画
生
産

、
共
同
出
荷
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ

、
竹
内
農
地
部
長
は
苗
場
山
ろ
く
開

発
に
つ
い
て
五
千
珍
と
い
う
河
岸
段

丘
は
日
本
屈
指
の
も
の
で
あ
り
、
中

魚
沼
の
広
域
的
な
社
会
圏
の
な
か
で

考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
農
政
企

画
課
長
は
農
業
基
盤
の
拡
大
以
外
に

新
し
い
経
営
分
野
を
導
入
す
る
等
各

農
家
の
積
極
的
な
も
り
上
が
り
を
期

待
す
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

新潟県の交化財に指定された
四日町神宮寺の観音様（ゆ

灘欝鍵諄罐
鑑饗雛享恥
顯舞』禁

一
寺
勿
掻
｛
懲

有
献
榊
7
謡

詰
傷
の
輩
飛
讐

蛍
め
帳
罫
蜜
動

手
へ
午
也

天
明
四
隼
・
甲
辰

略
縁
記
の
原
文

　
「
御
縁
起
」
と
い
う
の
は
、
社
寺

な
ど
の
由
来
、
沿
革
、
歴
史
あ
る
い

は
霊
験
、
伝
説
な
ど
を
述
べ
た
記
録

書
を
言
い
ま
す
。

　
観
世
音
の
「
御
縁
起
」
の
原
物
は

「
略
縁
記
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
略
縁
記
」
に
は
、
神
宮
寺

本
尊
千
手
観
世
音
菩
薩
の
由
来
等
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
桓
武
天
皇
の
も
と
で
活

躍
し
た
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
諸
国

に
伽
藍
を
建
立
し
観
世
音
菩
薩
の
像

を
安
置
し
ま
し
た
が
、
神
宮
寺
本
尊

の
千
手
観
世
音
菩
薩
も
そ
の
中
の
一

体
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
本
尊
は

身
長
三
尺
二
寸
、
脇
侍
広
目
、
毘
沙

門
の
二
天
王
は
身
長
三
尺
、
と
も
に

立
像
で
作
者
は
行
基
菩
薩
で
す
。
神

宮
寺
は
も
と
七
堂
伽
藍
が
あ
り
、
寄

進
の
土
地
が
三
百
五
十
石
（
八
百
七

十
五
俵
あ
が
る
土
地
）
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
長
い
年
月
の
間
に
兵

乱
に
よ
っ
て
一
寺
だ
け
残
っ
て
荒
廃

し
て
い
た
の
を
、
天
明
二
（
一
七
八

二
）
年
守
山
良
朴
和
尚
が
御
堂
を
再

建
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
す
。

　
こ
の
「
略
縁
起
」
が
作
ら
れ
た
の

は
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
の
六
月

で
す
。

　
こ
れ
は
前
号
で
述
べ
た
三
好
氏
の

厨
子
奉
納
か
ら
三
ヶ
月
後
の
こ
と
で

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
「
略
縁
起
」
作
成
の
月

が
六
月
と
な
っ
て
い
る
の
は
次
号
に

述
べ
る
よ
う
に
深
い
意
味
が
あ
る
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
続
）

　
な
お
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
本

尊
の
仏
像
修
理
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
本
尊
は
六
月
十
七
、
十
八
日
着

工
、
奈
良
に
送
ら
れ
修
理
し
十
月
二

十
日
し
ゅ
ん
工
予
定
。

　
　
　
（
写
真
は
観
世
音
略
縁
起
）

筆
者
・
竹
内
道
雄
（
文
化
財
観
世
音

護
持
会
副
会
長
、
長
岡
高
専
教
授
）
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　　　　　山火事にご注意

　昭和47年は4月末日までにすでに8件の山火

事が発生しました。毎年全国各地で山火事が発

生し大切な山の資源を失ない大きな損害を与え

ています。山火事の原因は「たぽこ」rたき

び」などの不注意によるものが大部分です。

みなさんの財産である大切な民有林や国有林の

資源を守るため、山に入るときはつぎのことに

ご注意ください。

　1．山でのrたばこ」の吸いがらは完全に消し

たことを確かめる。

　2．山でのrたき火」は絶対しない。

「柴焼き、山焼き、火入れ」をする時は事前に

消防署に届出と譜可を受け、規模に応じて、看

視人をつけてください。

　万一山火事の発生があった芝）、いち早く市消

防署、六日町営林署にお知らせください。

　　　　47年度続計調査にご協力を

　市商工課では国の委託調査や県の調査等各種

統計調査が年々多くなり、各事業所にご迷惑を

おかけしています。昭和47年度の各種統計調査

は次表のとおりです。調査にあたってはみなさ

んのご協力をお願いします。　（商業統計調査、

教育関係統計調査、県直接郵便調査は調査期日

や紙面の都合で割愛）

国の委託調査
所管省庁 統計調査名 調査期日 調査の範囲 調査事項等

総理府

統言十局

事業所統計調査

労働力調査

9弓1B

毎月

事業所全部
4月～7月田川町2丁目

　　　南鐙坂の一部
8目～ll月田liI町3丁目一部

　　　南鐙坂の一部
12月～3目川原町の一部

　　　城之古第2

主に従業者数

就業状態

通産省
工業統計調査
商業動態統言＋調査

12月3旧

毎月

：L　業　全　部

商業1～2事業所
縫業者数
出荷額等

う鋤省 毎月勤労統計調査 毎目 市街地の一部 主に賃金

文部省 学校保健統計調査 4月一6月 学校の一部 生徒釧糊犬況

県の調査

　　　　公民館図書室からお知らせ

図書帯出券（個人カード）ができました。

図書帯出券は図書を借りる時に必要なカードで

すからご利用ください。なお、昭和46年度のカ

ードをお持ちの方も、受付へ申し出て新しい帯

出券をもらってください。また、購入希望の図

書がありましたら、係員に申し出てください。

できるだけご希望に添えるようにしたいと思い

ます。

貸出時問

平日は午前9時から午後6時まで、土曜、日曜

祝日は午後5時まで。

・月曜と祝日の翌日はお休みです。

・貸出しはi回2冊で、IQ日間、雑誌は3日間

　　です。

所管省庁 統計調査名 調査期B 調査の範囲 調査事項等

県庁 消費者物価調査
5弓．8月

1旧．2月
主に市街地の商店関係 価　格

　　　停電のおしらせ
5月3i日午前8時から正午まで姿～安養寺

　　　身体障害者結婚相談所は毎月20日

　市社会福祉事務所及び身体障害者会は身体障

害者の結婚相談を行なっていますが、ことしか

ら定例相談日をもうけました。

　お気軽においでください。

　相談日　毎月20日午後i時から3時まで（20

　　　　　日が土曜、日曜日にあたるとき22日）

　場　所　市社会福祉事務所相談室

　　　　身体障害者戦傷病者の

　　　補装具交材修理会のおしらせ

　補装具の交付修理会は開催のつど日を定めて

きましたが、本年からっぎのとおり定期日に実

施します。今回から個々に通知はいたしません

のでまちがいのないようご留意ください。

　期日　毎月第2水曜日　午前ω時から正午ま

　　　で（第2水曜日が休日のときは第3水

　　　曜日）

　場所市公民館2階第3集会室（市民会館内）

　◎おいでの際には印鑑、身体障害者手帳（戦

傷病者手帳）をわすれずにお持ちください。

　　子どもを水死事故から守りましよう

春の農繁期は幼児の水死事故が集中的に発生す

る季節です。死亡の場所も家の近くにある小さ

な用水堀や溝、庭池などがほとんどで、なかに

は風呂場や洗たくだらいの中で死亡した例もあ

ります。これからは戸外で遊ぶ機会が多くなり

ますが仕事に追われるまま、こどもたちだけを

放っておくことのないよう十分ご注意ください

　　　　犯罪や非行をなくし明るい

　　　　街づくりにご協力を

　毎年この時期はいろいろな犯罪や事故が多く

発生しています。盗難や少年の非行化、子ども

の水死事故、火気の取扱いなどに十分注意し事

故や犯罪の被害にかからないようご協力くださ

い。（十日町地区連合防犯協会・十日町警察署）

　　　　十日町郵便局からお知らせ

四日町新田地内に郵便ポストを新設しました。

ご利用ください。

　　r沖縄県の番号簿は郵便局にあります」

　沖縄県も郵便番号制を実施することになりま

した。沖縄県の郵便番号をご希望の方は十日町

郵便局の窓口にお申し出ください．

　　　　寄付ありがとう

昭和町1　（合）やぎや　衣類

下条栄町　大淵正一　10，000円

馬　　場　富井信義　　1，OOO円（香典返）

市長春日由三3，000円
　　　　田中伊作　　2，000円

下条商工青年部2，500円
立正佼成会十日町支部　28，798円

”“”1”””1””“1”1”m““ll““”ll”ll”m”””1”ll“”ll”1”1”ll““1”””””1””””llll””1”””””llllmml”“””m”1”1””1””””“lll””“m“”liill“1””1””””””1”1”””””””””lll”1”1””””1”1”ll”lm””””1”lll”1”1”””””ll”1””1””1””1””llll”1”1””””1”ll”mlllm””1””1””1””””1”“lll””“”1”1”1”1”1”““Ill”””i””11i”II“”””1””llロ””””””1

　　　　　市民講産0あし～ぜ

　市民のみなさんから余暇を利用して気軽に学んでもらうための
機会を計画いたしました。
　仲間をさそっておいでください。

臨叢灘1熱講
　　※昭和47年5月17・19日～48年2月（17回）
　　※各教室とも定員40名で締切ります。
　　※なお書道教室は定員になりましたので締切りました。

〔
問
〕
製
品
の
製
造
加
工
、
販
売

な
ど
の
事
業
活
動
に
よ
り
、
排
出

さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
は
、
新
し
い

法
律
に
よ
り
、
事
業
者
が
処
理
を

す
る
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た

そ
う
で
す
が
本
当
で
し
ょ
う
か
。

　
　
（
高
田
町
四
丁
目
A
さ
ん
）

第3条｛事業者の資務）

　　事業者は　その事業、舌動に伴って生した廃棄物を自

　　らの責任において適正に処理しなけれはならない。

4
『

z勿
ン－。

」

〔
答
〕
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で

す
。　
い
ま
ま
で
の
清
掃
法
が
改
正
さ

れ
、
廃
棄
物
処
理
法
と
名
ま
え
が

か
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で

廃
棄
物
を
一
般
廃
棄
と
産
業
廃
棄

物
と
に
区
分
し
、
事
業
活
動
に
伴

っ
て
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
は
事
業

者
の
責
任
に
お
い
て
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

◇
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
は
市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
け
か
ら
生

ま
れ
ま
す
。

◇
川
や
空
地
に
ご
み
を
捨
て
る
人

を
見
た
と
き
や
、
収
集
日
以
外
に

ご
み
を
出
す
人
を
見
た
と
き
に
は

注
意
の
ひ
と
声
か
け
る
な
ど
ご
み

の
収
集
運
搬
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
市
清
掃
課
）

繍
集
後
記

今
月
か
ら
題
字
を
あ
ら
た
め
紙
面
を
衣
が
え
し
ま

し
た
。
ご
意
見
、
ご
要
望
を
拾
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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